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HEADLINE

　次号4月25日号は同23日（水曜）の発行です。企画
面では、パワーツール特集と暑さ対策特集を予定。前
者では電動・エアー・油圧を動力とするパワーツールについて、
活躍領域の広がりやデザイン性、自動化の動きなどをウオッ
チ。後者の暑さ対策では梅雨明けからの猛暑予想（気象庁・
長期予報）を睨み、人にやさしく作業改善に貢献する機器
やシステム等を見ていきます。引き続きご愛読ください。

次号は

　昨年開かれた国際ウエルディング
ショーでは自動化、省人化に対応し
た旬な溶接ソリューションが多数披
露された。高速・高能率溶接を可能
にするファイバーレーザー溶接機を
目的に足を運んだ来場者も多かった
はずだ。ここでは、ニーズを捉え進
化するホットな溶接技術の最前線を
紹介する。また現場に欠かせない溶
接ソリューションも取り上げる。
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梅
は
咲
い
た
か
桜
は
ま

だ
か
い
な
♪
〜
と
は
花
柳

界
の
端
歌
と
し
て
古
く
か

ら
知
ら
れ
る
が
、
自
虐
的

に
替
え
歌
を
つ
く
り
た
い

気
分
。「
杉
は
去
っ
た
が
ヒ

ノ
キ
は
ま
だ
か
い
な
」
な
ど

と
▼
花
粉
症
で
悩
む
期
間

が
広
が
り
、
花
見
イ
コ
カ
と

い
わ
れ
て
も
浮
か
れ
る
気
に

な
れ
な
い
。
先
日
沖
縄
に

行
く
機
会
が
あ
っ

た
が
、
到
着
か
ら

丸
１
日
ほ
ど
目
が

か
ゆ
か
っ
た
。
花

粉
は
飛
ん
で
な
い

が
衣
服
に
へ
ば
り

つ
い
て
下
か
ら
襲
っ

て
く
る
▼
愚
妻
は
、

毎
朝
必
ず
窓
を
開

け
、
洗
濯
物
は
日

干
し
に
す
る
と
決
め
て
お

り
、こ
の
習
慣
を
譲
ら
な
い
。

恨
め
し
い
赤
い
目
で
、
ど
う

ぞ
お
好
き
な
よ
う
に
と
心

で
つ
ぶ
や
く
。
も
う
花
粉

と
も
黄
砂
で
も
徹
底
的
に

付
き
合
う
ぞ
、
と
ヤ
ケ
気

味
だ
▼
50
年
以
上
前
の
高

度
成
長
期
に
住
宅
用
の
木

材
需
要
が
急
増
し
、
政
府

は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
植
樹
を

奨
励
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

険
し
い
山
は
別
と
し
て
、
身

近
な
低
い
山
は
ど
こ
も
杉

林
だ
ら
け
に
。
歳
月
を
得

て
立
派
に
育
っ
た
木
々
が
花

粉
を
ほ
ぼ
全
国
に
撒
き
散

ら
す
。
こ
の
こ
と
を
当
時
の

お
偉
い
さ
ん
は
見
越
せ
た
の

か
。
も
う
人
災
じ
ゃ
な
い
か

（
と
花
粉
症
患
者
は
ボ
ヤ
き

た
い
）。
ス
ギ
な
ど
５
０
０

年
生
き
る
と
い
う
か

ら
（
屋
久
杉
は
樹
齢

２
０
０
０
年
！
）、
い

わ
ば
永
遠
の
課
題
で

あ
る
▼
人
類
の
英
知

は
歴
史
を
通
じ
い
く

つ
も
の
伝
染
病
を
克

服
し
、
食
糧
問
題
を

相
当
に
解
消
し
、人
々

が
暮
ら
し
や
す
い
環

境
を
創
っ
て
き
た
。
植
樹

も
そ
の
一
つ
で
、
い
ま
時
計

の
針
を
半
世
紀
前
に
戻
し

て
も
同
じ
こ
と
を
や
る
と
は

思
う
。
だ
が
、
出
過
ぎ
た

人
為
は
何
ら
か
の
歪
み
を

生
む
よ
う
だ
▼
話
が
飛
ぶ

が
、
人
為
が
過
ぎ
る
今
の

国
際
通
商
政
策
も
、
想
定

に
無
い
大
事
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

8～

6～

11～

10

7

13

14
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特集

切削工具で付加価値を

熱く進化する
溶接・接合技術

SMFL「排出権付リース」 
中小企業初事例

出展各社のみどころ

マ
テ
ハ
ン
大
手
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
Ｋ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
と

自
律
型
ケ
ー
ス
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
）
に

強
み
を
持
つ
中
・
Ｈａ
ｉ
Ｒ

ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
社
は
、
搬

送
ロ
ボ
ッ
ト
自
体
が
保
管

ラ
ッ
ク
を
昇
降
す
る
タ
イ
プ

の
自
動
倉
庫
を
相
次
い
で
発

表
し
た
。
３
月
13
日
ま
で

の
３
日
間
、
ド
イ
ツ
・
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
開
催
さ

れ
た
世
界
最
大
級
の
物
流

テ
ッ
ク
展
「
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
Ｍ
Ａ

Ｔ
２
０
２
５
」
に
合
わ
せ

た
も
の
で
、
Ｋ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｐ
社

マテハン近
年
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
Ｇ
Ｔ
Ｐ
（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
to
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
）
方
式
の

自
動
倉
庫
が
、
小
口
化
や
人
手
不
足
に
課
題
を
抱
え
る
物
流
業
界
に
挑
戦
し
て
き

た
。未
だ
市
場
で
は
新
た
な
機
器
が
乱
立
す
る
ば
か
り
で
決
着
は
つ
い
て
い
な
い
が
、

こ
こ
に
き
て
、
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
自
体
が
保
管
ラ
ッ
ク
を
昇
降
す
る
タ
イ
プ
の
自
動

倉
庫
が
続
々
と
世
に
出
て
き
て
い
る
。
先
駆
け
で
あ
る
仏
・
Ｅ
ｘ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
も
２
月

に
次
世
代
の
「
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｏ
ｄ
シ
ス
テ
ム
」
を
リ
リ
ー
ス
（
５
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

同
系
統
の
自
動
倉
庫
が
時
代
を
築
く
か
。

Target Target 

Target Target 

棚
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
昇
降

す
る
自
動
倉
庫
が
増
え

て
い
る
。
写
真
は
Ｅ
ｘ

ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
が
２
月
発
表

し
た
次
世
代
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ

ｏ
ｄ
シ
ス
テ
ム

の
「
Ａ
ｅ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｔ
」
は
、

１
２
０
も
の
応
募
製
品
の
中

か
ら
最
も
優
れ
た
製
品
に
与

え
ら
れ
る
「Best Product 

Award at LogiMAT 
2025

」
を
受
賞
す
る
な
ど
、

話
題
を
呼
ん
だ
。

両
製
品
と
も
発
表
さ
れ

た
ば
か
り
の
た
め
実
稼
働
時

の
処
理
能
力
は
未
知
数
だ

が
、
Ｈ
ａ
ｉ
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ

ｃ
ｓ
社
は
、
新
発
表
の
「
Ｈ

ａ
ｉ
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
Ｃ
ｌ
ｉ
ｍ

ｂ
シ
ス
テ
ム
」
が
１
０
０
０

平
方
㍍
あ
た
り
毎
時
約

４
０
０
０
箱
処
理
で
き
る
と

す
る
。
ま
た
、
搬
送
ロ
ボ
ッ

ト
の
走
行
速
度
は
毎
秒
4

㍍
、
ラ
ッ
ク
の
下
を
自
由
に

移
動
で
き
る
た
め
、
保
管
し

た
製
品
を
２
分
以
内
に
取
り

出
せ
る
と
謳
う
。

こ
の
数
字
は
同
タ
イ
プ
第

一
人
者
で
あ
る
仏
・
Ｅ
ｘ
ｏ

ｔ
ｅ
ｃ
社
の
「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｏ

ｄ
シ
ス
テ
ム
」
と
遜
色
な
い
。

加
え
て
、
昇
降
ア
ー
ム
は
片

側
の
ラ
ッ
ク
に
だ
け
接
続
す

る
た
め
、
ラ
ッ
ク
の
間
隔
を

０
・
85
㍍
ま
で
縮
小
で
き
、

同
社
・
製
品
責
任
者
の
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ロ
ン
氏
は
「
消
耗

部
と
な
る
接
触
箇
所
を
半

減
さ
せ
、
床
面
へ
の
精
度
要

求
も
緩
和
で
き
、
導
入
か
ら

運
用
開
始
ま
で
の
期
間
を
最

続
々
と
出
て
き
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
日
本
法
人
・
Ｅ
ｘ

ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
Ｎ
ｉ
ｈ
ｏ
ｎ
代

表
取
締
役
ア
ジ
ア
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
地
域
社
長
の
立
脇

竜
氏
は
、「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｏ
ｄ

系
統
の
シ
ス
テ
ム
が
い
く
つ

も
出
て
き
た
こ
と
は
、
搬
送

ロ
ボ
ッ
ト
が
ラ
ッ
ク
を
昇
降

す
る
シ
ス
テ
ム
が
、
次
世
代

自
動
倉
庫
の
解
の
一
つ
で
あ

る
と
端
的
に
示
し
て
い
る
。

我
々
が
開
拓
し
て
き
た
分
野

だ
が
、
競
合
の
出
現
に
よ
っ

て
市
場
は
さ
ら
に
盛
り
上
が

る
と
見
て
お
り
、
基
本
的
に

プ
ラ
ス
と
捉
え
て
い
る
」
と

余
裕
を
見
せ
る
。

髙
丸
工
業
の
遠
隔
操
作

溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

「
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」

の
第
一
号
が
鉄
道
車
両
部
品

製
造
の
Ｋ
Ｐ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

に
納
入
さ
れ
た
。
髙
丸
正
社

長
と
髙
丸
泰
幸
専
務
の
親

子
二
代
に
わ
た
っ
て
引
き
継

が
れ
た
開
発
が
実
用
段
階

に
入
っ
た
。「
様
々
な
事
情

で
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
人
で

も
、
遠
隔
シ
ス
テ
ム
を
使
え

ば
モ
ノ
づ
く
り
に
参
加
で
き

る
」（
泰
幸
専
務
）
と
す
る
。

25
年
前
、
正
社
長
が
マ
ス

タ
ー
ス
レ
ー
ブ
制
御
に
着
想

を
得
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
省
人

化
・
省
力
化
の
装
置
で
は
な

く
、
人
の
技
術
や
技
能
を
補

う
道
具
と
し
て
使
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
、
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
を
目
指
し
た
。
そ

の
後
、
テ
ィ
ー
チ
ペ
ン
ダ
ン

ト
を
使
わ
ず
矢
印
を
引
っ
張

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
の
登
場
を
き
っ
か
け
に
10

年
前
、
補
助
金
を
活
用
し
て

初
期
の
開
発
を
行
っ
た
が
限

定
的
な
成
功
に
留
ま
っ
た
。

銀
行
を
辞
め
、
同
社
に

泰
幸
専
務
が
入
社
し
開
発

を
引
き
継
ぐ
。「
自
分
た
ち

が
中
小
企
業
で
あ
り
、
取
り

組
み
先
も
中
小
企
業
だ
。
技

術
開
発
を
目
的
化
し
て
複

雑
化
せ
ず
、
中
小
企
業
の
使

い
勝
手
に
フ
ォ
ー
カ
ス
出
来

た
」（
泰
幸
専
務
）
か
ら
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
あ
っ
た
と

い
う
。
例
え
ば
、
カ
メ
ラ
の

映
像
を
多
視
点
画
像
合
成

し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
取

り
込
も
う
と
し
て
い
た
。
し

か
し
処
理
が
非
常
に
重
く

精
度
も
悪
い
。
そ
れ
な
ら
実

画
像
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

合
わ
せ
よ
う
、
と
割
り
切
っ

た
こ
と
で
開
発
が
大
き
く
進

ん
だ
。

今
回
、
安
川
電
機
、
ダ
イ

ヘ
ン
に
加
え
フ
ァ
ナ
ッ
ク
に

も
対
応
。「
ロ
ボ
ッ
ト
側
の

機
能
を
活
用
し
て
い
た
部
分

を
、
当
社
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
側
で
出
来
る
よ
う
に
進

化
し
た
。
一
度
作
っ
た
教
示

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
簡
単
に
再
利

用
出
来
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
行
に
ボ
タ
ン
を
割
り
当

て
る
な
ど
使
い
勝
手
が
向
上

し
た
。
位
置
記
憶
ボ
タ
ン
も

実
装
予
定
だ
」（
泰
幸
専
務
）。

ロ
ボ
ッ
ト
遠
隔
操
作
シ
ス
テ

ム
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
、
様
々
な
ア
プ
リ
や
機
能

が
各
社
で
開
発
さ
れ
る
未

来
ま
で
見
据
え
て
い
る
。

自
動
倉
庫
方
式
収
れ
ん
へ

仏
の
雄
、30
％
省
面
積
に

短
３
カ
月
に
短
縮
可
能
」
と

優
位
性
を
語
る
。

■
設
置
面
積
を

          

30
％
削
減

一
方
で
、
先
駆
者
で
あ
る

Ｅ
ｘ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
も
２
月
、
次

世
代
の
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｏ
ｄ
シ
ス

テ
ム
を
発
表
し
て
い
る
。
基

本
的
な
シ
ス
テ
ム
構
成
は
そ

の
ま
ま
に
、
Ａ
ｅ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｏ

ｔ
や
Ｃ
ｌ
ｉ
ｍ
ｂ
シ
ス
テ
ム

と
同
様
に
ラ
ッ
ク
下
部
を
Ａ

Ｇ
Ｖ
が
縦
横
無
尽
に
走
行
す

る
形
に
変
更
。
ピ
ッ
キ
ン
グ

ス
ピ
ー
ド
を
毎
時
４
０
０
↓

６
０
０
行
に
、
入
出
庫
効
率

を
毎
時
３
０
０
↓
６
０
０
コ

ン
テ
ナ
へ
と
高
め
、
設
置
に

必
要
な
面
積
も
従
来
か
ら

約
30
％
低
減
可
能
に
す
る

な
ど
性
能
を
大
幅
に
向
上
し

た
。似

た
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が

2025年、
赤松電機製作所は
100周年を
迎えました

Memo
新光機器株式会社
  

愛知県名古屋市西区中小田井 4-11
従業員数147人

　トヨタ自動車のナットフィーダーの特
許を購入したことから創業。溶接用電
極やチップ、周辺装置などの専門メー
カーとして切削加工を強みとし事業を広
げてきた。愛知、岐阜、大分の３県に
６工場を展開。23年末にはＺＭコンタ
クトチップ専用の工場を新設した。「鉄
鋼や造船、建機など自動車以外のお
客様にも耐久性の高いコンタクトチップ
を提供していきたい」（田中社長）

ナ
ッ
ト
・
ボ
ル
ト
溶
接
の
下
部
電
極
コ
ス
ト
３
分
の
１
に

ナ
ッ
ト
・
ボ
ル
ト
溶
接
は
上
部
電
極
と

下
部
電
極
で
ワ
ー
ク
を
挟
み
、
電
流
を

流
し
て
行
う
。
下
部
電
極
は
一
体
式
で
、

ワ
ー
ク
の
当
た
る
部
分
が
消
耗
し
た
ら

ティーチング補正いらず生産性UP

研
磨
し
て
使
い
、
丸
ご
と
交
換
す
る
の

が
従
来
の
考
え
だ
っ
た
。

抵
抗
溶
接
を
メ
イ
ン
に
各
種
溶
接
用

電
極
と
周
辺
機
器
を
手
が
け
る
新
光
機

器
（
愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
・
田
中
英

樹
社
長
）
は
、
下
部
電
極
を
チ
ッ
プ
ホ

ル
ダ
ー
・
段
付
き
ワ
ッ
シ
ャ
チ
ッ
プ
と

チ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
の
３

部
品
に
分
割
し
た

「
段
付
き
ワ
ッ
シ
ャ

チ
ッ
プ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」
を

開
発
。
先
端
部
と
な

る
ワ
ッ
シ
ャ
チ
ッ
プ

の
み
の
交
換
で
済
み
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

を
約
3
分
の
１
程
度

に
お
さ
え
ら
れ
省
資

源
を
実
現
し
た
。

「
自
動
化
に
取
り
組
ま
れ
る
お
客
さ
ん

が
増
え
、
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
の
需
要
が
伸
び

た
。
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
で
は
電
極
面
が
傷

ん
で
く
る
と
研
磨
し
て
使
う
が
、
高
さ

が
変
わ
る
た
め
、
そ
の
度
に
ロ
ボ
ッ
ト
の

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
補
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
非
常
に
手
間
。
高
さ
が
変
わ
ら
な

い
よ
う
、
か
つ
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
よ

う
に
ユ
ー
ザ
ー
の
悩
み
を
も
と
に
開
発
し

た
」
と
田
中
社
長
は
話
す
。

め
っ
き
処
理
を
施
し
た
鉄
板
に
含
ま

れ
る
亜
鉛
と
、
下
部
電
極
の
銅
は
溶
接

回
数
が
増
え
る
と
合
金
層
が
生
じ
、
溶

接
の
不
具
合
の
原
因
に
な
る
。
導
電
性

に
影
響
す
る
た
め
、
研
磨
で
銅
の
面
を

出
す
必
要
が
あ
る
が
、
ワ
ッ
シ
ャ
チ
ッ
プ

Ｕ
Ｆ
Ｏ
な
ら
3
㍉
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
部
品

の
交
換
の
み
で
済
み
、
従
来
２
０
０
〜
３

０
０
ワ
ー
ク
ご
と
に
必
要
だ
っ
た
再
研
磨

と
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
作
業
の
手
間
や
コ
ス
ト

を
省
け
る
。

払
い
高
精
度
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
も
ポ

イ
ン
ト
だ
。

２
０
０
９
年
の
発
売
以
来
、
売
上
は

右
肩
上
が
り
で
、
過
去
最
高
の
販
売
数

と
な
っ
た
23
年
を
昨
年
は
超
え
る
見
込

み
。
累
計
枚
数
は
２
０
０
万
枚
を
突
破

の
耐
久
性
を
持
つ
。

こ
こ
数
年
で
増
え
て
い
る
低
ス
ラ
グ
ワ

イ
ヤ
ー
は
チ
ッ
プ
の
摩
耗
が
特
に
激
し
く
、

従
来
の
チ
ッ
プ
だ
と
す
ぐ
に
摩
耗
し
交
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
Ｚ
Ｍ
チ
ッ
プ

な
ら
高
い
耐
久
性
を
発
揮
。
交
換
の
手
間

を
大
幅
に
省
き
、
自
動
化
を
よ
り
加
速
さ

せ
る
。

売
上
は
3
年
で
18
倍
に
伸
び
、「
米
国
で

の
売
上
伸
張
は
目
を
瞠
る
ほ
ど
」
と
勢
い

を
語
る
。

段
付
ワ
ッ
シ
ャ
チ
ッ
プ
を
組
み
付
け
る

と
打
点
面
が
チ
ッ
プ
ホ
ル
ダ
ー
よ
り
少
し

上
に
出
る
。
ま
た
溶
接
時
に
加
圧
が
か

か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
ね
じ
部
と
し
、
緩
み

を
防
ぐ
。
分
割
し
た
部
品
の
面
に
隙
間

が
で
き
な
い
よ
う
、
平
面
度
に
も
気
を

発
表
予
定
と
話
す
。

■
耐
久
性
40
倍
の

     

コ
ン
タ
ク
ト
チ
ッ
プ
も

も
う
一
つ
売
上
が
急
激
に
伸
び
て
い

る
の
は
３
年
前
に
開
発
し
た
ア
ー
ク
溶

接
の
ト
ー
チ
先
端
に
取
り
付
け
る
「
Ｚ

Ｍ
コ
ン
タ
ク
ト
チ
ッ
プ
」。
消
耗
品
と
し

て
短
期
間
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
コ
ン
タ

ク
ト
チ
ッ
プ
が
、
特
殊
金
属
に
よ
り
従

来
の
約
40
倍
、
条
件
に
よ
っ
て
は
96
倍

新
光
機
器

し
た
売
れ
筋
製
品
と

な
っ
て
い
る
。

海
外
に
も
展
開
し

て
お
り
「
無
人
化
工

場
な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
導

入
が
進
ん
で
い
る
米

国
で
の
売
れ
行
き
は

特
に
好
調
」
と
言
う
。

上
部
電
極
の
対
応
製

品
に
つ
い
て
も
近
々

田
中
英
樹
取
締
役
社
長

ナ
ッ
ト
・
ボ
ル
ト
溶
接
の

下
部
電
極
「
段
付
き
ワ
ッ

シ
ャ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」。
消
耗
時
は

右
の
ワ
ッ
シ
ャ
チ
ッ
プ
の

み
の
交
換
で
済
む
た
め
コ

ス
ト
削
減
と
省
資
源
に

従来一体型の下部電極を３つの部品に分割。分
割した分、電気が上手く流れるよう、当たる面の
平面度が重要になる

遠
隔
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト

親
子
二
代
の
バ
ト
ン
で
完
成

髙丸工業

稼げる

INTERMOLD2025
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梅
は
咲
い
た
か
桜
は
ま

だ
か
い
な
♪
〜
と
は
花
柳

界
の
端
歌
と
し
て
古
く
か

ら
知
ら
れ
る
が
、
自
虐
的

に
替
え
歌
を
つ
く
り
た
い

気
分
。「
杉
は
去
っ
た
が
ヒ

ノ
キ
は
ま
だ
か
い
な
」
な
ど

と
▼
花
粉
症
で
悩
む
期
間

が
広
が
り
、
花
見
イ
コ
カ
と

い
わ
れ
て
も
浮
か
れ
る
気
に

な
れ
な
い
。
先
日
沖
縄
に

行
く
機
会
が
あ
っ

た
が
、
到
着
か
ら

丸
１
日
ほ
ど
目
が

か
ゆ
か
っ
た
。
花

粉
は
飛
ん
で
な
い

が
衣
服
に
へ
ば
り

つ
い
て
下
か
ら
襲
っ

て
く
る
▼
愚
妻
は
、

毎
朝
必
ず
窓
を
開

け
、
洗
濯
物
は
日

干
し
に
す
る
と
決
め
て
お

り
、こ
の
習
慣
を
譲
ら
な
い
。

恨
め
し
い
赤
い
目
で
、
ど
う

ぞ
お
好
き
な
よ
う
に
と
心

で
つ
ぶ
や
く
。
も
う
花
粉

と
も
黄
砂
で
も
徹
底
的
に

付
き
合
う
ぞ
、
と
ヤ
ケ
気

味
だ
▼
50
年
以
上
前
の
高

度
成
長
期
に
住
宅
用
の
木

材
需
要
が
急
増
し
、
政
府

は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
植
樹
を

奨
励
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

険
し
い
山
は
別
と
し
て
、
身

近
な
低
い
山
は
ど
こ
も
杉

林
だ
ら
け
に
。
歳
月
を
得

て
立
派
に
育
っ
た
木
々
が
花

粉
を
ほ
ぼ
全
国
に
撒
き
散

ら
す
。
こ
の
こ
と
を
当
時
の

お
偉
い
さ
ん
は
見
越
せ
た
の

か
。
も
う
人
災
じ
ゃ
な
い
か

（
と
花
粉
症
患
者
は
ボ
ヤ
き

た
い
）。
ス
ギ
な
ど
５
０
０

年
生
き
る
と
い
う
か

ら
（
屋
久
杉
は
樹
齢

２
０
０
０
年
！
）、
い

わ
ば
永
遠
の
課
題
で

あ
る
▼
人
類
の
英
知

は
歴
史
を
通
じ
い
く

つ
も
の
伝
染
病
を
克

服
し
、
食
糧
問
題
を

相
当
に
解
消
し
、人
々

が
暮
ら
し
や
す
い
環

境
を
創
っ
て
き
た
。
植
樹

も
そ
の
一
つ
で
、
い
ま
時
計

の
針
を
半
世
紀
前
に
戻
し

て
も
同
じ
こ
と
を
や
る
と
は

思
う
。
だ
が
、
出
過
ぎ
た

人
為
は
何
ら
か
の
歪
み
を

生
む
よ
う
だ
▼
話
が
飛
ぶ

が
、
人
為
が
過
ぎ
る
今
の

国
際
通
商
政
策
も
、
想
定

に
無
い
大
事
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
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SMFL 十輪地 孝宏 氏 × 岡本技研 小原 雄一 会長

特集

切削工具で付加価値を

熱く進化する
溶接・接合技術

SMFL「排出権付リース」 
中小企業初事例

出展各社のみどころ

マ
テ
ハ
ン
大
手
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
Ｋ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｐ
社
と

自
律
型
ケ
ー
ス
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
）
に

強
み
を
持
つ
中
・
Ｈａ
ｉ
Ｒ

ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
社
は
、
搬

送
ロ
ボ
ッ
ト
自
体
が
保
管

ラ
ッ
ク
を
昇
降
す
る
タ
イ
プ

の
自
動
倉
庫
を
相
次
い
で
発

表
し
た
。
３
月
13
日
ま
で

の
３
日
間
、
ド
イ
ツ
・
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
開
催
さ

れ
た
世
界
最
大
級
の
物
流

テ
ッ
ク
展
「
Ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
Ｍ
Ａ

Ｔ
２
０
２
５
」
に
合
わ
せ

た
も
の
で
、
Ｋ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｐ
社

マテハン近
年
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
Ｇ
Ｔ
Ｐ
（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｓ
to
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
）
方
式
の

自
動
倉
庫
が
、
小
口
化
や
人
手
不
足
に
課
題
を
抱
え
る
物
流
業
界
に
挑
戦
し
て
き

た
。未
だ
市
場
で
は
新
た
な
機
器
が
乱
立
す
る
ば
か
り
で
決
着
は
つ
い
て
い
な
い
が
、

こ
こ
に
き
て
、
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
自
体
が
保
管
ラ
ッ
ク
を
昇
降
す
る
タ
イ
プ
の
自
動

倉
庫
が
続
々
と
世
に
出
て
き
て
い
る
。
先
駆
け
で
あ
る
仏
・
Ｅ
ｘ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
も
２
月

に
次
世
代
の
「
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｏ
ｄ
シ
ス
テ
ム
」
を
リ
リ
ー
ス
（
５
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

同
系
統
の
自
動
倉
庫
が
時
代
を
築
く
か
。

Target Target 

Target Target 

棚
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
昇
降

す
る
自
動
倉
庫
が
増
え

て
い
る
。
写
真
は
Ｅ
ｘ

ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
が
２
月
発
表

し
た
次
世
代
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ

ｏ
ｄ
シ
ス
テ
ム

の
「
Ａ
ｅ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｔ
」
は
、

１
２
０
も
の
応
募
製
品
の
中

か
ら
最
も
優
れ
た
製
品
に
与

え
ら
れ
る
「Best Product 

Award at LogiMAT 
2025

」
を
受
賞
す
る
な
ど
、

話
題
を
呼
ん
だ
。

両
製
品
と
も
発
表
さ
れ

た
ば
か
り
の
た
め
実
稼
働
時

の
処
理
能
力
は
未
知
数
だ

が
、
Ｈ
ａ
ｉ
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ

ｃ
ｓ
社
は
、
新
発
表
の
「
Ｈ

ａ
ｉ
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
Ｃ
ｌ
ｉ
ｍ

ｂ
シ
ス
テ
ム
」
が
１
０
０
０

平
方
㍍
あ
た
り
毎
時
約

４
０
０
０
箱
処
理
で
き
る
と

す
る
。
ま
た
、
搬
送
ロ
ボ
ッ

ト
の
走
行
速
度
は
毎
秒
4

㍍
、
ラ
ッ
ク
の
下
を
自
由
に

移
動
で
き
る
た
め
、
保
管
し

た
製
品
を
２
分
以
内
に
取
り

出
せ
る
と
謳
う
。

こ
の
数
字
は
同
タ
イ
プ
第

一
人
者
で
あ
る
仏
・
Ｅ
ｘ
ｏ

ｔ
ｅ
ｃ
社
の
「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｏ

ｄ
シ
ス
テ
ム
」
と
遜
色
な
い
。

加
え
て
、
昇
降
ア
ー
ム
は
片

側
の
ラ
ッ
ク
に
だ
け
接
続
す

る
た
め
、
ラ
ッ
ク
の
間
隔
を

０
・
85
㍍
ま
で
縮
小
で
き
、

同
社
・
製
品
責
任
者
の
エ
ド

ワ
ー
ド
・
ロ
ン
氏
は
「
消
耗

部
と
な
る
接
触
箇
所
を
半

減
さ
せ
、
床
面
へ
の
精
度
要

求
も
緩
和
で
き
、
導
入
か
ら

運
用
開
始
ま
で
の
期
間
を
最

続
々
と
出
て
き
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
日
本
法
人
・
Ｅ
ｘ

ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
Ｎ
ｉ
ｈ
ｏ
ｎ
代

表
取
締
役
ア
ジ
ア
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
地
域
社
長
の
立
脇

竜
氏
は
、「
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｏ
ｄ

系
統
の
シ
ス
テ
ム
が
い
く
つ

も
出
て
き
た
こ
と
は
、
搬
送

ロ
ボ
ッ
ト
が
ラ
ッ
ク
を
昇
降

す
る
シ
ス
テ
ム
が
、
次
世
代

自
動
倉
庫
の
解
の
一
つ
で
あ

る
と
端
的
に
示
し
て
い
る
。

我
々
が
開
拓
し
て
き
た
分
野

だ
が
、
競
合
の
出
現
に
よ
っ

て
市
場
は
さ
ら
に
盛
り
上
が

る
と
見
て
お
り
、
基
本
的
に

プ
ラ
ス
と
捉
え
て
い
る
」
と

余
裕
を
見
せ
る
。

髙
丸
工
業
の
遠
隔
操
作

溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

「
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」

の
第
一
号
が
鉄
道
車
両
部
品

製
造
の
Ｋ
Ｐ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

に
納
入
さ
れ
た
。
髙
丸
正
社

長
と
髙
丸
泰
幸
専
務
の
親

子
二
代
に
わ
た
っ
て
引
き
継

が
れ
た
開
発
が
実
用
段
階

に
入
っ
た
。「
様
々
な
事
情

で
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
人
で

も
、
遠
隔
シ
ス
テ
ム
を
使
え

ば
モ
ノ
づ
く
り
に
参
加
で
き

る
」（
泰
幸
専
務
）
と
す
る
。

25
年
前
、
正
社
長
が
マ
ス

タ
ー
ス
レ
ー
ブ
制
御
に
着
想

を
得
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
省
人

化
・
省
力
化
の
装
置
で
は
な

く
、
人
の
技
術
や
技
能
を
補

う
道
具
と
し
て
使
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
、
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
を
目
指
し
た
。
そ

の
後
、
テ
ィ
ー
チ
ペ
ン
ダ
ン

ト
を
使
わ
ず
矢
印
を
引
っ
張

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
の
登
場
を
き
っ
か
け
に
10

年
前
、
補
助
金
を
活
用
し
て

初
期
の
開
発
を
行
っ
た
が
限

定
的
な
成
功
に
留
ま
っ
た
。

銀
行
を
辞
め
、
同
社
に

泰
幸
専
務
が
入
社
し
開
発

を
引
き
継
ぐ
。「
自
分
た
ち

が
中
小
企
業
で
あ
り
、
取
り

組
み
先
も
中
小
企
業
だ
。
技

術
開
発
を
目
的
化
し
て
複

雑
化
せ
ず
、
中
小
企
業
の
使

い
勝
手
に
フ
ォ
ー
カ
ス
出
来

た
」（
泰
幸
専
務
）
か
ら
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
あ
っ
た
と

い
う
。
例
え
ば
、
カ
メ
ラ
の

映
像
を
多
視
点
画
像
合
成

し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
取

り
込
も
う
と
し
て
い
た
。
し

か
し
処
理
が
非
常
に
重
く

精
度
も
悪
い
。
そ
れ
な
ら
実

画
像
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

合
わ
せ
よ
う
、
と
割
り
切
っ

た
こ
と
で
開
発
が
大
き
く
進

ん
だ
。

今
回
、
安
川
電
機
、
ダ
イ

ヘ
ン
に
加
え
フ
ァ
ナ
ッ
ク
に

も
対
応
。「
ロ
ボ
ッ
ト
側
の

機
能
を
活
用
し
て
い
た
部
分

を
、
当
社
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
側
で
出
来
る
よ
う
に
進

化
し
た
。
一
度
作
っ
た
教
示

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
簡
単
に
再
利

用
出
来
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
行
に
ボ
タ
ン
を
割
り
当

て
る
な
ど
使
い
勝
手
が
向
上

し
た
。
位
置
記
憶
ボ
タ
ン
も

実
装
予
定
だ
」（
泰
幸
専
務
）。

ロ
ボ
ッ
ト
遠
隔
操
作
シ
ス
テ

ム
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
、
様
々
な
ア
プ
リ
や
機
能

が
各
社
で
開
発
さ
れ
る
未

来
ま
で
見
据
え
て
い
る
。

自
動
倉
庫
方
式
収
れ
ん
へ

仏
の
雄
、30
％
省
面
積
に

短
３
カ
月
に
短
縮
可
能
」
と

優
位
性
を
語
る
。

■
設
置
面
積
を

          

30
％
削
減

一
方
で
、
先
駆
者
で
あ
る

Ｅ
ｘ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
も
２
月
、
次

世
代
の
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｏ
ｄ
シ
ス

テ
ム
を
発
表
し
て
い
る
。
基

本
的
な
シ
ス
テ
ム
構
成
は
そ

の
ま
ま
に
、
Ａ
ｅ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｏ

ｔ
や
Ｃ
ｌ
ｉ
ｍ
ｂ
シ
ス
テ
ム

と
同
様
に
ラ
ッ
ク
下
部
を
Ａ

Ｇ
Ｖ
が
縦
横
無
尽
に
走
行
す

る
形
に
変
更
。
ピ
ッ
キ
ン
グ

ス
ピ
ー
ド
を
毎
時
４
０
０
↓

６
０
０
行
に
、
入
出
庫
効
率

を
毎
時
３
０
０
↓
６
０
０
コ

ン
テ
ナ
へ
と
高
め
、
設
置
に

必
要
な
面
積
も
従
来
か
ら

約
30
％
低
減
可
能
に
す
る

な
ど
性
能
を
大
幅
に
向
上
し

た
。似

た
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が

2025年、
赤松電機製作所は
100周年を
迎えました

Memo
新光機器株式会社
  

愛知県名古屋市西区中小田井 4-11
従業員数147人

　トヨタ自動車のナットフィーダーの特
許を購入したことから創業。溶接用電
極やチップ、周辺装置などの専門メー
カーとして切削加工を強みとし事業を広
げてきた。愛知、岐阜、大分の３県に
６工場を展開。23年末にはＺＭコンタ
クトチップ専用の工場を新設した。「鉄
鋼や造船、建機など自動車以外のお
客様にも耐久性の高いコンタクトチップ
を提供していきたい」（田中社長）

ナ
ッ
ト
・
ボ
ル
ト
溶
接
の
下
部
電
極
コ
ス
ト
３
分
の
１
に

ナ
ッ
ト
・
ボ
ル
ト
溶
接
は
上
部
電
極
と

下
部
電
極
で
ワ
ー
ク
を
挟
み
、
電
流
を

流
し
て
行
う
。
下
部
電
極
は
一
体
式
で
、

ワ
ー
ク
の
当
た
る
部
分
が
消
耗
し
た
ら

ティーチング補正いらず生産性UP

研
磨
し
て
使
い
、
丸
ご
と
交
換
す
る
の

が
従
来
の
考
え
だ
っ
た
。

抵
抗
溶
接
を
メ
イ
ン
に
各
種
溶
接
用

電
極
と
周
辺
機
器
を
手
が
け
る
新
光
機

器
（
愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
・
田
中
英

樹
社
長
）
は
、
下
部
電
極
を
チ
ッ
プ
ホ

ル
ダ
ー
・
段
付
き
ワ
ッ
シ
ャ
チ
ッ
プ
と

チ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
の
３

部
品
に
分
割
し
た

「
段
付
き
ワ
ッ
シ
ャ

チ
ッ
プ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」
を

開
発
。
先
端
部
と
な

る
ワ
ッ
シ
ャ
チ
ッ
プ

の
み
の
交
換
で
済
み
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

を
約
3
分
の
１
程
度

に
お
さ
え
ら
れ
省
資

源
を
実
現
し
た
。

「
自
動
化
に
取
り
組
ま
れ
る
お
客
さ
ん

が
増
え
、
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
の
需
要
が
伸
び

た
。
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
で
は
電
極
面
が
傷

ん
で
く
る
と
研
磨
し
て
使
う
が
、
高
さ

が
変
わ
る
た
め
、
そ
の
度
に
ロ
ボ
ッ
ト
の

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
補
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
非
常
に
手
間
。
高
さ
が
変
わ
ら
な

い
よ
う
、
か
つ
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
よ

う
に
ユ
ー
ザ
ー
の
悩
み
を
も
と
に
開
発
し

た
」
と
田
中
社
長
は
話
す
。

め
っ
き
処
理
を
施
し
た
鉄
板
に
含
ま

れ
る
亜
鉛
と
、
下
部
電
極
の
銅
は
溶
接

回
数
が
増
え
る
と
合
金
層
が
生
じ
、
溶

接
の
不
具
合
の
原
因
に
な
る
。
導
電
性

に
影
響
す
る
た
め
、
研
磨
で
銅
の
面
を

出
す
必
要
が
あ
る
が
、
ワ
ッ
シ
ャ
チ
ッ
プ

Ｕ
Ｆ
Ｏ
な
ら
3
㍉
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
部
品

の
交
換
の
み
で
済
み
、
従
来
２
０
０
〜
３

０
０
ワ
ー
ク
ご
と
に
必
要
だ
っ
た
再
研
磨

と
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
作
業
の
手
間
や
コ
ス
ト

を
省
け
る
。

払
い
高
精
度
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
も
ポ

イ
ン
ト
だ
。

２
０
０
９
年
の
発
売
以
来
、
売
上
は

右
肩
上
が
り
で
、
過
去
最
高
の
販
売
数

と
な
っ
た
23
年
を
昨
年
は
超
え
る
見
込

み
。
累
計
枚
数
は
２
０
０
万
枚
を
突
破

の
耐
久
性
を
持
つ
。

こ
こ
数
年
で
増
え
て
い
る
低
ス
ラ
グ
ワ

イ
ヤ
ー
は
チ
ッ
プ
の
摩
耗
が
特
に
激
し
く
、

従
来
の
チ
ッ
プ
だ
と
す
ぐ
に
摩
耗
し
交
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
Ｚ
Ｍ
チ
ッ
プ

な
ら
高
い
耐
久
性
を
発
揮
。
交
換
の
手
間

を
大
幅
に
省
き
、
自
動
化
を
よ
り
加
速
さ

せ
る
。

売
上
は
3
年
で
18
倍
に
伸
び
、「
米
国
で

の
売
上
伸
張
は
目
を
瞠
る
ほ
ど
」
と
勢
い

を
語
る
。

段
付
ワ
ッ
シ
ャ
チ
ッ
プ
を
組
み
付
け
る

と
打
点
面
が
チ
ッ
プ
ホ
ル
ダ
ー
よ
り
少
し

上
に
出
る
。
ま
た
溶
接
時
に
加
圧
が
か

か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
ね
じ
部
と
し
、
緩
み

を
防
ぐ
。
分
割
し
た
部
品
の
面
に
隙
間

が
で
き
な
い
よ
う
、
平
面
度
に
も
気
を

発
表
予
定
と
話
す
。

■
耐
久
性
40
倍
の

     

コ
ン
タ
ク
ト
チ
ッ
プ
も

も
う
一
つ
売
上
が
急
激
に
伸
び
て
い

る
の
は
３
年
前
に
開
発
し
た
ア
ー
ク
溶

接
の
ト
ー
チ
先
端
に
取
り
付
け
る
「
Ｚ

Ｍ
コ
ン
タ
ク
ト
チ
ッ
プ
」。
消
耗
品
と
し

て
短
期
間
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
コ
ン
タ

ク
ト
チ
ッ
プ
が
、
特
殊
金
属
に
よ
り
従

来
の
約
40
倍
、
条
件
に
よ
っ
て
は
96
倍

新
光
機
器

し
た
売
れ
筋
製
品
と

な
っ
て
い
る
。

海
外
に
も
展
開
し

て
お
り
「
無
人
化
工

場
な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
導

入
が
進
ん
で
い
る
米

国
で
の
売
れ
行
き
は

特
に
好
調
」
と
言
う
。

上
部
電
極
の
対
応
製

品
に
つ
い
て
も
近
々

田
中
英
樹
取
締
役
社
長

ナ
ッ
ト
・
ボ
ル
ト
溶
接
の

下
部
電
極
「
段
付
き
ワ
ッ

シ
ャ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」。
消
耗
時
は

右
の
ワ
ッ
シ
ャ
チ
ッ
プ
の

み
の
交
換
で
済
む
た
め
コ

ス
ト
削
減
と
省
資
源
に

従来一体型の下部電極を３つの部品に分割。分
割した分、電気が上手く流れるよう、当たる面の
平面度が重要になる

遠
隔
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト

親
子
二
代
の
バ
ト
ン
で
完
成

髙丸工業

稼げる
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